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背景

・2017年10月～浜松日本語学院の非常勤講師として勤務

・2018年4月～『できる日本語 中級』教科書を教える

クラスを担当することに。

↓

×今までしっかりとした中級クラスでの授業経験は無い…

×教材として「使ってみよう」のプリントを作る必要が…

→作った経験は皆無



どうしたか…

・学校の先輩教師の方々が作られたプリントを参考に作成

↓

×ただし、コピー＆ペーストをしてしまったり、

そのまま流用してしまうこともあった…

×また、参考にあたって作成者の先生方への断りもなく、

アドバイスなどを求めなかった…



作成を始めたころのプリント



※参考：「できる日本語」教材開発プロジェクト作成プリント

※参考：「できる日本語」教材開発プロジェクト



比較をしてみて

•空欄の部分が多く自由度の高い、

学生たちに書いてもらう問題が多かった。

•問題のレベルが合っていなかった。

•場面や状況がわかりにくい。

•問題数も少ない。



教師間での話し合いの中で

★プリントを比較してみて…

↓

自分たちが作ったほうでは、書いてもらうところが多く、

また回答の自由度も高いので、学生たちが答えづらい。

プロジェクト作成プリントでは既習文法との比較や、

どのような場面で使えるのかといったような注意になる

問題もある。

プリントは「学生の理解を助けるもの」として作る。



7月の講師会以降のプリント



※参考：「できる日本語」教材開発プロジェクト

※参考：「できる日本語」教材開発プロジェクト作成プリント



比較をしてみて

•問題における文量が多くなり、学生が読む、理解する

ことに時間がかかるようになった。

•問題のレベルがまだ適切でないものがある。

•問題提出のバリエーションが少ない。



さらに、教師間の話し合いの中で

★参考にしながらプリントを作ったり、使いながら

新たに気づいた点。

↓

「できる日本語」教材開発プロジェクのプリントを

盲信しすぎている。

教えるべきポイントを加えたものがいいものもある。

いただいたプリントが「絶対」ではない。
「絶対」はない。



最近作成したプリント



どうしたらいいの？！（希望）

楽しいプリントを楽しく作りたい！！

作るとき誰かに相談したい。

参考にするものがもっと欲しい。

・プリントを作るのは、正直大変💦💦💦！

・学生の理解を助けるものになっているか？！

まだまだ不安はある。



そのためには
プリントを作成するとき、使用した後などに
話し合える場を。
→一緒に確認、共有（楽しさも、大変さも）

＊プリントだけでは伝わらない情報も。

↑

そのためには…

データの蓄積と共有

個々の問題作成能力もアップさせる。

批判ができる勇気を。批判を受け入れる度量を。


